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＜審査結果の要旨＞  
１．主論文内容について 

・本研究の意義は、医療行為の国際分類である ICHI（International Classification of Health Intervention）が

国内導入される場合の問題点を明らかにしたことと、医療行為について ICHI を用いることにより前腕骨折

患者を対象とした新たな 1 入院包括評価の可能性を明らかにしたことにある。 

・研究目的は、ICHI を用いた 1 入院当たりの包括評価の開発を行うことにあり、研究方法は、医療行為分類

に関して診療情報管理士にインタビュー調査を行い、さらに、前腕骨骨折観血的手術の実施患者 205 件

の DPC データを対象に多変量解析を用いて包括評価の分析を行っている。 

・研究結果は、インタビューより ICHI 導入時は診療情報管理士への教育が必要という意見が強調され、他に

システムの対応や他職種の理解が必要であることを検証した。そして、ICHI を用いた 1 入院包括評価の開

発において DPC データを対象とした重回帰分析から診療点数に影響がある項目についてモデルを構築し

た結果、現行の DPC 制度では 2 診断群に分類されていた前腕の骨折について、5 診断群に分類される 1

入院包括評価が検討された。さらに、手術および予定入院について食事介助の有無を ICHI でコーディ

ングすることで 1 入院院包括評価の開発の可能性を示唆した。 

・倫理的問題への対処は、本学研究倫理委員会の承認（20-Io-162）を得た後、研究対象施設の倫理審査委

員会の承認と病院長の承認を得て実施している。 

・本研究の新規性は、インタビューを通して ICHI が国内に導入される場合における問題点を検証したことと、

手術および予定入院について食事介助の有無を ICHI でコーディングすることで 1 入院院包括評価の開

発可能性を検証したことにあり、わが国における ICHI 導入可能性に貢献する研究として高く評価できる。 

 

２．審査会経緯 

審査会は都合 3 回開催した。初回審査では、論旨の展開、研究方法、記載内容他について論文の修正を

求めた。第 2 回目の審査では、指摘事項に基づき再提出された論文について、研究方法等は適正に修正

されたものの、論旨の展開について再度の修正を求めた。第3 回目の審査において、提出された論文の論

旨の展開について確認したところ適正に修正されていた。 

 

３．口頭試問の結果 

  ３回の審査会の口頭試問において質問者からの質疑に適切に応答した。 

 

４．合否を記載する。 

  以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（診療情報管理学）の学位を授与するに

十分な価値があるものと認めた。 

 

論文審査担当者 主 査 羽田 明浩                

 

副 査 埴岡 健一                

 

副 査 篠原 信夫                

 

 


